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写真２／〈経済産業大臣賞〉を獲得したブリヂストンサイクル
「タイヤホイール＆フレーム箱兼 POP」

「反刹那主義」を演題に、デ
ザイン姿勢を語る平野敬子氏

講演後に開かれた新年懇親会の様子

写真 1 ／〈家電用品・一般電
器部門金賞〉受賞のパナソニ
ック「炊飯器豪華エンド展示
キット」

企画意図等を説明する、美工 
企画本部副本部長執行役員の
山根英司氏

開発背景、企画意図等を話すブリヂストンサイクル マーケティ
ング１部商品企画１課長の瀬戸慶太氏（右）と、制作会社の大
王製紙デザインパッケージ営業部取締役部長、古川幸則氏（左）

第一部：2012 年クリエイティブデザインショー入賞作品の解説第二部：特別講演

　

今
年
も
、
恒
例
の
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
会

員
勉
強
会
＆
新
年
懇
親
会
」（
２
０
１
３
年
）

が
、
1
月
28
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
勉
強
会
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
企
画
・
制
作
を
担
当
す
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
対
象
と
す
る

催
し
。
40
人
近
く
の
参
加
者
を
迎
え
、
2
時

間
余
り
の
勉
強
会
を
行
い
、
そ
の
後
、
発
表

者
や
講
師
を
囲
み
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部
は
、
２
０
１
２
年
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ー
で
入
賞
し
た
作
品
に
つ

い
て
、
広
告
主
、
企
画
・
制
作
担
当
者
か
ら
、

開
発
の
課
題
、
企
画
の
背
景
、
制
作
の
経
緯
、

店
頭
で
の
役
割
、
価
値
づ
く
り
、
評
判
な
ど

が
話
さ
れ
た
。

　

最
初
に
、〈
家
電
用
品
・
一
般
電
器
部
門

金
賞
〉
受
賞
の
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
「
炊
飯

器
豪
華
エ
ン
ド
展
示
キ
ッ
ト
」。
制
作
会
社

は
美
工
。
同
作
品
は
、「
独
自
の
炊
き
技
『
大

火
力
』
新
搭
載
」
の
炊
飯
器
を
訴
求
す
る
も

の
と
し
て
、「
画
像
、
音
声
、
ム
ー
ビ
ン
グ

を
連
携
さ
せ
、『
米
の
対
流
で
の
旨
み
作
り
』

を
納
得
さ
せ
た
」
も
の
。（
写
真
１
）

　

説
明
は
美
工
の
企
画
本
部
副
本
部
長
執
行

役
員
、
山
根
英
司
氏
が
行
っ
た
。

「
米
が
お
ど
る
か
ら
、
美
味
い
！
」「
一
粒
一

粒
、
大
粒
銀
シ
ャ
リ
」「
お
ど
ら
せ
な
が
ら

強
火
加
熱
」「
全
面
発
熱　

６
段
Ｉ
Ｈ
」「
Ｉ

Ｈ
の
高
速
切
替
え
で
対
流
を
発
生
」
と
い
っ

た
特
徴
を
具
体
的
に
訴
求
す
る
の
に
、
エ
ン

ド
展
示
キ
ッ
ト
を
用
意
。「
そ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
お
客
様
に
『
目
を
向
け
て
い
た
だ
く
こ

と
。
で
き
れ
ば
立
ち
止
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
』。
そ
し
て
（
お
店
の
方
に
）『
接
客
し
て

い
た
だ
き
や
す
く
す
る
こ
と
』。
そ
し
て
『
お

客
様
に
炊
き
方
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
』」

と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、〈
経
済
産
業
大
臣
賞
〉
を
獲
得

し
た
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
の
「
タ
イ

ヤ
ホ
イ
ー
ル
＆
フ
レ
ー
ム
箱
兼
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」。

制
作
会
社
は
大
王
製
紙
デ
ザ
イ
ン
パ
ッ
ケ
ー

ジ
。

　

同
作
品
は
、「
配
送
箱
と
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
を

兼
ね
た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
ス
マ
ー

ト
さ
を
求
め
る
客
層
の
満
足
感
を
捉
え
た
」

も
の
。（
写
真
２
）

　

話
し
手
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
１
部
商
品
企
画
１
課
長
、

瀬
戸
慶
太
氏
と
、
大
王
製
紙
デ
ザ
イ
ン
パ
ッ

ケ
ー
ジ
営
業
部
取
締
役
部
長
、
古
川
幸
則
氏
。

　

２
０
１
０
年
に
、
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

自
転
車
と
し
て
「
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｎ　

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｔ　

Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
」
と
位
置
づ
け

た
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｚ
」
を
設

定
。
２
０
１
２
年
、
オ
ー
ナ
ー
所
有
満
足
度

を
高
め
る
施
策
を
展
開
、
カ
ス
タ
ム
パ
ー
ツ

の
オ
プ
シ
ョ
ン
販
売
を
実
施
。
２
０
１
２
Ｍ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｌ
の
方
向
性
を
示
す
「
箱
」
を
使
っ

た
テ
ィ
ー
ザ
ー
展
示
を
開
始
し
た
。　

　
「
拘
り
の
パ
ー
ツ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
販
売
に
あ

た
り
、
現
自
転
車
業
界
か
ら
一
歩
抜
け
出
し
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
も
こ
だ
わ

っ
て
販
売
」
と
い
う
こ
と
で
、
内
装
の
パ
ー

ツ
と
実
寸
の
イ
ラ
ス
ト
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
デ

ザ
イ
ン
し
、
実
車
と
組
み
合
わ
せ
て
の
展
示

も
行
っ
た
と
、
開
発
の
背
景
、
企
画
意
図
等

の
話
が
な
さ
れ
た
。

　

第
二
部
は
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
Ｖ

Ｉ
計
画
、
資
生
堂
の
ブ
ラ
ン
ドqiora

（
キ

オ
ラ
）
の
ト
ー
タ
ル
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
を
行
っ
て
き
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
平
野

敬
子
氏
に
よ
る
特
別
講
演
。

　

演
題
は
「
反
刹
那
主
義
」。
今
年
で
12
年

目
を
迎
え
る
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
仕
事

を
中
心
に
、
仕
事
の
継
続
性
の
意
味
に
つ
い

て
講
演
。
ち
な
み
に
、「
刹
那
主
義
」
は
、「
過

去
や
将
来
を
考
え
ず
、
た
だ
こ
の
瞬
間
を
充

実
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
考
え
方
」（
広
辞

苑
よ
り
）。
演
題
は
、
こ
の
「
反
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

２
０
０
２
年
か
ら
「
開
か
れ
た
美
術
館
」

と
い
う
理
念
、
理
想
を
持
つ
東
京
国
立
近
代

美
術
館
の
仕
事
を
受
け
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

と
Ｖ
Ｉ
計
画
の
開
発
経
緯
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
造
形
の
根
拠
、
デ
ザ
イ
ン
の
継
続
性
（
管

理
と
い
う
視
点
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う
視

点
か
ら
／
名
刺
に
込
め
た
思
い
か
ら
／
招
待

状
・
観
覧
券
・
透
明
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
）、

そ
し
て
続
い
て
、
60
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
開
発
の
経
緯
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
造
形
の
根

拠
に
つ
い
て
語
り
、
10
年
を
振
り
返
っ
て
、

「
継
続
の
理
由
」
を
語
っ
た
。

　

同
様
に
、
２
０
０
７
年
か
ら
行
っ
て
い
る

「
毎
日
広
告
デ
ザ
イ
ン
賞
展
」
展
覧
会
の
会

場
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
構
造
の
素
材
、

会
場
構
成
の
考
え
方
、
Ｄ
Ｍ
の
考
え
方
な
ど

を
語
っ
た
。

　

平
野
氏
の
「
デ
ザ
イ
ン
に
向
か
う
姿
勢
」

は
、
思
考
の
連
鎖
を
表
し
、
終
わ
り
が
な
く

思
考
が
続
い
て
い
く
様
を
表
す
も
の
、
と
い

う
こ
と
が
深
く
伝
わ
っ
た
。

　

講
演
後
、
そ
の
語
ら
れ
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
姿
勢
か
ら
醸
し
出
さ
れ
た
空
気
感
が
漂
う

な
か
、
新
年
懇
親
会
が
開
か
れ
て
い
っ
た
。

仕
事
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く

こ
と
の
意
味
と
理
由
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ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
が
持
つ
力
と

継
続
し
て
行
う
こ
と
の
、確
か
さ
と
強
さ

Workshop

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
会
員
勉
強
会

受
賞
作
品
、そ
の
開
発
の
背
景
と

企
画
・
制
作
意
図



　

プ
レ
ゼ
ン
「
す
る
側
」
か
ら
の
講
師
は
、
ス
ピ
ン　

Ｉ

Ｓ
Ｍ
事
業
本
部 

取
締
役 

企
画
開
発
部
長
の
丸
島
早
紀
子

氏
。「
相
手
（
得
意
先
）
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ゴ
コ
ロ
に
火

を
つ
け
る
」
た
め
の
視
点
・
施
策
・
方
法
を
開
陳
す
る
。

プ
レ
ゼ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

　

Ｓ
Ｐ
の
プ
レ
ゼ
ン
は
、
３
つ
の
違
う
策
の
使
い
分
け
が

ポ
イ
ン
ト
。「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」（
イ
ン
ス
ト
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
）、「
Ｓ
Ｐ
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
こ
の
３
つ
の

ど
れ
を
中
心
に
プ
レ
ゼ
ン
を
構
成
す
る
か
が
重
要
。

　

そ
し
て
、
商
品
（
川
上
）
が
、
買
い
場
に
お
か
れ
、
購

買
者
（
川
下
）
と
出
会
う
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
。

そ
の
、
商
品
と
の
出
会
い
か
ら
購
買
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
、「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」、「
Ｓ
Ｐ
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、

こ
の
３
つ
の
う
ち
か
ら
、
い
ず
れ
の
課
題
に
主
眼
を
お
い

て
提
案
す
べ
き
か
を
徹
底
的
に
考
え
る
。

　

が
Ｗ
Ｉ
Ｎ
―

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
築
く
。

◎
価
格
訴
求
に
負
け
な
い
徹
底
し
た
価
値
訴
求
を
行
う
。

「
価
値
訴
求
を
行
う
体
制
」
は
―
―

◎
本
部
担
当
は
「
取
引
先
の
状
況
に
応
じ
た
お
役
立
ち
提

　

案
営
業
」（
見
る
・
聞
く
・
調
べ
る
）

◎
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
ッ
フ
は
「
お
店
と
密
着
し
た
価
値
訴

　

求
売
り
場
作
り
」（
伝
え
る
・
行
う
）

◎
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
は
「
宅
配
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

　

生
か
し
た
店
頭
で
の
価
値
普
及
活
動
」（
対
面
率
１
０
０
％
）

「
本
部
担
当
者
の
心
構
え
」
は
―
―

○
相
手
を
知
り
、
攻
め
方
を
決
め
る
⇨
基
本
は
「
お
客
様

　

視
点
」

○
情
報
を
取
り
・
話
し
を
聞
き
・
実
績
を
調
べ
る
⇨
ま
ず

　
「
考
え
る
」

⇨
こ
れ
ら
が
で
き
て
は
じ
め
て
商
品･

販
促
へ
の
「
提
案

　

営
業
」
が
で
き
る
。

情
報
が
来
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
で
取
り
に
行

く
。
そ
の
た
め
に
、
見
る
、
聞
く
、
調
べ
る
、
の
徹
底
化
。

◎
見
る
（
気
付
く
）
と
は
、
売
り
場
（
定
番
売
り
場
・
催
事
、

　

Ｂ
Ｒ
・
他
社
）
を
見
る
／
お
客
様
を
マ
ネ
キ
ン
販
売
に

　

て
見
る
。

◎
聞
く
と
は
、
バ
イ
ヤ
ー
、
お
客
様
、
従
業
員
、
社
外
（
他

　

メ
ー
カ
ー
）
か
ら
、
聞
く
。

◎
調
べ
る
と
は
、
実
績
（
社
内
・
社
外
、
短
期
・
長
期
、

　

単
品
・
計
）を
調
べ
、
Ｉ
Ｔ（
ネ
ッ
ト
・
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）で

　

調
べ
る
。

価
値
訴
求
を
行
う
前
に
、
重
要
な
こ
と

　

取
引
先
（
チ
ェ
ー
ン
）
と
メ
ー
カ
ー
と
の
「
視
点
の
相

違
」
を
正
確
に
と
ら
え
る
。
例
え
ば
、
図
１
に
あ
る
よ
う

に
、
チ
ェ
ー
ン
で
最
も
関
心
が
高
い
の
は
「
売
り
場
」
で
、

Ｉ
Ｓ
Ｍ
領
域
で
大
切
な
こ
と

　

Ｉ
Ｓ
Ｍ
領
域
で
は
、
売
り
場
は
お
店
の
も
の
で
あ
っ
て
、

得
意
先
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
大
前
提
と
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
作
り
が
大
切
。
そ
の
た
め
、「
ブ
ラ
ン
ド
課
題
」、「
店

頭
課
題
」
だ
け
で
な
く
、「
営
業
課
題
」
が
重
要
に
な
る
。

つ
ま
り
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
、
営
業
員
の
パ
ワ
ー
、
お
店
と

の
協
力
関
係
な
ど
を
勘
案
し
た
「
提
案
の
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
「
商
談
」
を
明
確

に
し
た
上
で
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開

さ
せ
る
。

Ｓ
Ｐ
領
域
で
大
切
な
こ
と

　

Ｓ
Ｐ
領
域
で
は
、「
既
に
存
在
す
る
需
要
に
対
す
る
」

場
合
に
は
、「
機
会
損
失
の
防
止
」、「
出
会
い
作
り
」、「
用

途
拡
大
」
な
ど
、
潜
在
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
す
る
こ
と
が
課

題
で
、
こ
こ
で
は
、「
商
品
を
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と
」、

「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
の
活
用
」、「
売
れ
て
い
る

商
品
の
発
見
」
と
、
接
点
づ
く
り
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
が

プ
レ
ゼ
ン
の
中
心
に
な
る
。

　

ま
た
、「
需
要
創
造
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
場
合
は
、「
仕
掛

け
て
い
く
」、「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
造
を
変
化
さ
せ
る
」、「
ト

レ
ン
ド
や
革
新
性
が
重
要
」
と
い
う
視
点
で
、
新
し
い
価

最
も
低
い
の
は

「
単
品
」。
メ
ー
カ

ー
で
の
関
心
の
高

さ
は
、
こ
れ
と
は

全
く
逆
に
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、

チ
ェ
ー
ン
側
と
メ

ー
カ
ー
側
と
で
は

視
点
が
異
な
る
た

め
、
メ
ー
カ
ー
発

想
の
み
の
提
案
は

受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
た
「
価
値
訴
求
」、「
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ー
ル
」

等
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

　

対
面
率
１
０
０
％
の
店
頭
に
お
い
て
、
商
品
価
値
を
直

接
お
客
様
に
伝
え
、
固
定
客
作
り
を
行
う
。
ま
た
、
お
客

様
か
ら
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、
販

売
活
動
を
さ
ら
に
強
化
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ヤ
ク

ル
ト
で
は
、
外
部
マ
ネ
キ
ン
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
情
報

が
伝
え
ら
れ
る
組
織
体
制
を
自
社
で
構
築
し
て
い
る
。　

ヤ
ク
ル
ト
の
「
企
画
作
成
か
ら
実
施
ま
で
」
の
プ
ロ
セ
ス

①
企
画
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
、
コ
ン
ペ

②
Ｓ
Ｐ
会
社
様
と
の
商
談
成
立

③
企
画
書
作
成
（
見
積
書
添
付
）

④
営
業
役
員
会
・
支
店
長
会
議
で
承
認

⑤
稟
議
書
起
案
（
見
積
書
添
付
）・
決
裁

⑥
全
国
へ
の
文
書
発
信

⑦
全
国
展
開
（
資
材
関
係
納
品
）

⑧
結
果
と
り
ま
と
め

信
頼
さ
れ
る
営
業
マ
ン
と
は

値
（
新
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
を
創
出
す
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

提
案
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、「
革
新
性
、
独
自
性
」、「
新

し
い
顧
客
開
発
」、「
店
外
展
開
も
含
め
た
仕
掛
け
」
を
心

が
け
る
。

☆
以
上
の
観
点
か
ら
、
大
事
な
こ
と
は
、

　「
相
手
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ゴ
コ
ロ
に
火
を
つ
け
よ
う
」

と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
徹
底
的
に
顧
客
視
点
で
考
え
、

い
ず
れ
の
課
題
に
主
題
を
お
い
て
提
案
す
べ
き
か
を
考
え

る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
得
意
先
と
同
じ
方
向
が
見

え
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

プ
レ
ゼ
ン
を
「
受
け
る
側
」
か
ら
の
講
師
は
、
ヤ
ク
ル

ト
本
社
化
粧
品
部
部
長
の
市
川
英
次
氏
。「
価
格
訴
求
」

は
簡
単
、「
価
値
訴
求
」
こ
そ
が
大
事
で
、
難
し
い
。
そ

の
た
め
の
施
策
を
提
案
者
に
求
め
た
い
と
話
す
。

ヤ
ク
ル
ト
の
「
営
業
の
基
本
方
針
」
は
─
─

◎
宅
配
を
最
重
点
チ
ャ
ネ
ル
と
す
る
が
、
店
頭
流
通
も
顧

　

客
接
点
確
保
の
た
め
の
重
要
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
積
極
的

　

に
取
り
組
む
。

◎
取
引
先
様
と
お
客
様
の
視
点
を
大
切
に
考
え
、
お
互
い

①
当
社
の
こ
と
（
チ
ャ
ネ
ル
、
商
品
、
組
織
、
薬
事
法
等
）

　

を
理
解
し
て
い
る
営
業
マ
ン

②
当
社
の
こ
と
（
現
場
、
売
り
場
、
情
報
等
）
を
研
究
し

　

て
く
れ
る
営
業
マ
ン

③
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
営
業
マ
ン
（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

　

ン
グ
が
で
き
、
オ
リ
エ
ン
の
読
解
力
が
あ
る
等
）

キ
ー
ワ
ー
ド
は
…
…

①
決
裁
者
は
別
に
い
る
！！
（
最
終
決
裁
者
は
、
商
談
に
は

　

同
席
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
別
に
存
在
す
る
）

②
目
的
と
手
段
は
し
っ
か
り
区
別
！！
（
資
材
を
制
作
す
る

　

こ
と
は
、
目
的
で
は
な
く
手
段
の
ひ
と
つ
。
企
画
に
は

　

目
的
や
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
資
材
制
作
は
、
最
終
結

　

果
で
あ
る
）

③
取
引
業
者
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
！！
（
取
引
業
者
様
は
、

　

単
に
資
材
制
作
を
す
る
の
で
は
な
く
、
協
力
し
あ
い
、

　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
―

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
築
い
て
い
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー

　

で
あ
る
）

提
案
書
（
企
画
書
）
に
つ
い
て

●
提
案
を
受
け
入
れ
や
す
い
企
画
書
と
は

○
具
体
的
（
実
施
し
た
際
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
く
）

○
選
択
型（
当
社
用
の
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
て
こ
ち
ら
が
選
ぶ
）

○
シ
ン
プ
ル
（
長
く
て
も
10
ペ
ー
ジ
）

○
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
研
究
→
課
題
抽
出
→
解
決
の
た
め
の
お

　

役
立
ち
提
案

○
社
内
で
そ
の
ま
ま
使
え
る

●
提
案
を
受
け
入
れ
に
く
い
企
画
書
と
は

×
専
門
的
過
ぎ
（
こ
ち
ら
が
専
門
家
と
は
限
ら
な
い
）

×
総
花
的
（
ど
こ
に
で
も
同
じ
提
案
）

×
非
現
実
的
（
予
算
規
模
、
全
と
っ
か
え
が
必
要
）

×
自
社
の
自
慢
→
実
績
の
紹
介
→
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ

　

と
は
な
い
で
す
か

×
量
が
多
い（
後
で
ご
覧
下
さ
い
→
99
％
見
る
こ
と
は
な
い
）

　

前
号
で
第
１
回
目
（
プ
レ
ゼ
ン
前
後
の
営
業
活
動
）
と

第
２
回
目
（
プ
レ
ゼ
ン
で
の
説
得
方
法
）
の
、
各
講
義
の

ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
た
。
今
号
で
は
第
３
回
目
の
講
義

の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
す
る
。

ＰＯＩＮＴ

チェーン側とメーカー側とでは
視点が異なるため、

メーカー発想のみの提案は
受け入れてもらえない

チェーン視点
メーカー視点

パッケージ サイズ 内容量 スペック

関
心
の
高
さ

関
心
の
高
さ

関
心
の
高
さ

●取引先（チェーン）とメーカーの視点の相違

売り場 商圏客 来店客 買上客 銘柄購入客カテゴリー 棚 単品
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Course

第
　
回 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

11

〈
第
３
回
〉
得
意
先
の
「
問
題
・
課
題
の
『
本
質
』
を
捉
え
る
」
に
は

「
営
業
力
と
プ
レ
ゼ
ン
力
」講
座
よ
り

こ
れ
が
、「
問
題・課
題
の『
本
質
』を
捉
え
る
」ポ
イ
ン
ト

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ゴ
コ
ロ
に
火
を
つ
け
る
」

ス
ピ
ン 

丸
島
早
紀
子
氏

プ
レ
ゼ
ン
「
す
る
側
」
か
ら
の
講
義

「
店
頭
に
お
け
る
価
値
訴
求
の
取
り
組
み
」

ヤ
ク
ル
ト
本
社 

市
川
英
次
氏

プ
レ
ゼ
ン
を
「
受
け
る
側
」
に
よ
る
講
義

図１ ［価値訴求を行う前に］

スピン
丸島早紀子氏

ヤクルト本社
市川英次氏



坂井田稲之氏
日本プロモーショナル・
マーケティング協会　専務理事

田中敏明氏
エムディ・ソリューションズ　顧問

松本健児氏
スピン　専務取締役

伊藤浩一氏
ＤＮＰメディアクリエイト
第１クロスメディア企画本部本部長

村井　潤氏
電通テック　リテールビジネス開発室

村田一朗氏
凸版印刷 トッパンアイデアセンター
マーケティング本部
マーケティング企画部部長

　

第
24
期
「
イ
ン
ス
ト
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
養
成
講
座
」
が
、

２
月
４
日
に
修
了
し
た
。昨
年
10
月
11
日
、
12

日
の
第
一
課
程（
講
義
主
体
）に
始
ま
り
、
第
二

課
程（
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
）が
10
月
～
12
月
、
第

三
課
程（
演
習
主
体
）は
今
年
１
月
17
日
、
18
日
、

そ
し
て
第
四
課
程
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

の
２
月
４
日
を
も
っ
て
、
全
課
程
が
修
了
し
た
。

　

同
講
座
で
は
、
伝
統
的
な
Ｉ
Ｓ
Ｍ
理
論
に

「
Ｏ
２
Ｏ
（O

nline to O
ffl

ine

）」
の
考
え

方
を
プ
ラ
ス
し
、
店
内
展
開
と
店
外
施
策
を

融
合
し
た
『
新
視
点
Ｉ
Ｓ
Ｍ
』
を
ケ
ー
ス
メ

ソ
ッ
ド
法
で
習
得
す
る
。
最
終
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
実
践
さ
な
が
ら
に
課
題

商
品
の
Ｏ
２
Ｏ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　

第
24
期
の
受
講
者
は
30
名
、
う
ち
、
全
課

程
35
単
位
の
う
ち
28
単
位
以
上
を
履
修
し
た

25
人
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

　

２
月
４
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
第
四
課
程

「
卒
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」。
テ
ー
マ
（
商

品
）
は
「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
」。
受

講
生
は
Ａ
～
Ｅ
ま
で
５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

１
チ
ー
ム
制
限
時
間
15
分
の
時
間
内
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
会
場
に
は
、

受
講
生
の
上
司
の
方
々
も
参
加
し
、
各
チ
ー

ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
は
、
制
約

さ
れ
た
時
間
の
中
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
力
の
こ
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、
講
師
の
お
一

人
、
エ
ム
デ
ィ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
顧
問

の
田
中
敏
明
氏
と
坂
井
田
稲
之
氏
か
ら
、
講

評
が
述
べ
ら
れ
、
課
題
と
成
果
を
評
し
、
励

ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
明
治
大
学
専
門
職
大
学
院
教
授

（
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
学
会
会
長
）
の
上
原
征
彦
氏
に
よ
る
卒
業

記
念
講
演
「
顧
客
接
点
の
変
化
と
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の

課
題
」
が
行
わ
れ
た
。「
新
し
い
売
り
場
の

台
頭
、
質
的
に
進
化
す
る
売
り
場
」
に
よ
っ

て
、
そ
の
方
向
は
「『
客
を
集
め
る
』
か
ら
『
客

に
近
づ
く
』
へ
」
と
変
化
し
て
い
く
。
具
体

的
に
、
売
り
場
は
ど
う
変
化
し
て
い
く
か
、

例
え
ば
「
売
買
・
取
引
の
場
」
か
ら
「
価
値
共

創
の
場
」
へ
と
変
化
し
て
い
き
、
Ｉ
Ｓ
Ｍ
（
イ

ン
ス
ト
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
も
変
容
し
、

提
案
内
容
も
変
わ
っ
て
い
く
と
、
話
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
講
演
終
了
後
に
、
修
了
証
書
の
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

受
講
者
に
お
い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら
今

年
の
２
月
ま
で
と
長
い
期
間
で
の
講
座
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
収
穫
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
以
下
に
、
受
講
で
学
び
得
た

こ
と
を
少
し
列
記
す
る
。

○
具
体
的
な
事
例
の
紹
介
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

　

ク
を
通
し
て
、
買
い
場
視
点
で
店
頭
展
開

　

方
法
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

　

再
認
識
し
ま
し
た
。

○
今
ま
で
は
自
社
の
経
験
値
だ
け
で
な
さ
れ

　

て
き
た
イ
ン
ス
ト
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　

を
体
系
的
に
学
べ
る
の
は
、
私
個
人
に
と

　

っ
て
も
自
社
に
と
っ
て
も
本
当
に
勉
強
に

　

な
り
ま
し
た
。

○
コ
ン
セ
プ
ト
を
一
気
通
貫
す
る
こ
と
、
チ

　

ー
ム
内
で
共
有
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
改

　

め
て
実
感
し
た
研
修
で
し
た
。

○
店
頭
販
促
が
流
通
、
消
費
者
を
巻
き
込
ん

　

だ
一
連
の
企
画
の
中
で
こ
そ
位
置
づ
け
ら

　

れ
る
と
い
う
実
習
は
、
難
し
く
、
同
時
に

　

新
鮮
で
し
た
。

　

日
々
の
現
場
の
仕
事
で
は
、
断
片
的
に
作

業
す
る
こ
と
が
多
い
な
か
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
全
体
を
通
し
て
の
企
画
・
設
計
が
で
き
た

こ
と
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
今
後
生
か
し

て
い
き
た
い
と
す
る
声
が
多
か
っ
た
。
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■ 各 チ ー ム の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 内 容 ■
（★：チームリーダー）

 

●
イ
ン
ス
ト
ア・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
体
系
的
に
学
ぶ

ネ
ッ
ト
展
開
を
巻
き
込
ん
だ
企
画
を
、

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
法
で
習
得
す
る

Course

第

 

期
Ｉ
Ｓ
Ｍ 

養
成
講
座

24
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
＆
修
了
式

受
講
者
が
学
び
得
た
こ
と

■ 講 師 陣 ■

チーム
B そごう・西武	

広研	
田原屋	
電通テック	
電通テック	
美工	

★山田靖幸	
　黒澤貴光
　斉藤央泰
　神川和也
　杉山良子
　松永浩太

チーム
A 味の素コミュニケーションズ	

アルファ	
DNPメディアクリエイト
電通テック	
電通テック	
美工

★木内　誠	
　杉山寛子	　
　河島　誠
　酒井絵梨子
　赤津誠太　
　小瀧　烈

チーム
E 味の素コミュニケーションズ	

電通テック	
電通テック	
博報堂プロダクツ
ヒロモリ
レンゴー

★横田　晃
　渡邉暁生
　清水神子
　趙　潤華
　大村洋介
　小野慶周

チーム
D 味の素コミュニケーションズ	

電通テック	
博報堂プロダクツ	
美工
ヒロモリ	
レンゴー

★野村浩史
　中山洋一
　上田佳那
　山守　創
　德永大祐
　八尋史恭	

チーム
C 凸版印刷	

インストアコミュニケーションズ	
そごう・西武	
電通テック
博報堂プロダクツ	
美工	

★鉄矢俊一	
　大川内　寛
　谷口りえ
　小山貢弘
　天坂真里
　加藤拓也

上原征彦氏による卒業記念講演

プレゼン風景

修了証書の授与式から

修了証書を授与する教育委員会委
員長の堀井誠一郎氏（東北新社）



News from 

3月 5日

3月 ８日

3月 13日

3月 18日

4月 5日

4月 10日

4月
〜

13日
19日

5月 8日

5月 14日

5月 15日

5月 21日

5月 28日

（火）

（金）

（水）

（月）

（金）

（水）

（土）
（金）

（水）

（火）

（水）

（火）

（火）

第12期プロモーショナル・クリエイティブディレクター養成講座（第４回／最終回）

第11回プロモーション・マネジメント研究会
「営業力とプレゼン力」講座（第５回／最終回）

定例理事会

日本プロモーショナル・マーケティング学会総会／
平成24年度研究助成論文発表会

第10回JPMマネジメント定例会

執行理事会

JPM  GLOBALSHOP 2013　視察ツアー

「買い場」展開がよく解る基礎講座（第１回）

「買い場」展開がよく解る基礎講座（第２回）

定例理事会

「買い場」展開がよく解る基礎講座（第３回）

「買い場」展開がよく解る基礎講座（第４回）

■JPM協会  講座・理事会等　2013年3月～5月 スケジュール

3
月

4
月

5
月

■発行人／堀 宏明
■広報・編集委員会／小林伸行
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来
る
３
月
18
日
、「
平
成
24
年
度
研

究
助
成
論
文
発
表
会
／
第
４
回
日
本
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

学
会
総
会
」
が
、
日
本
印
刷
会
館
で
開

か
れ
る
。

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
学
会
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る

「
研
究
助
成
活
動
」
は
、日
本
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
会

員
社
の
中
の
協
賛
会
社
20
社
の
賛
助
金

で
運
営
さ
れ
、
学
術
界
・
実
業
界
の
同

学
会
員
か
ら
公
募
さ
れ
る
も
の
。

　

同
学
会
は
、
産
学
共
同
で
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
進
展
を
目
標
と
し

て
お
り
、学
術
研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
協
賛
会
社
を
始
め

と
す
る
協
会
会
員
会
社
に
「
実
務
に
役

立
つ
研
究
」
成
果
を
提
供
す
る
こ
と
、

お
よ
び
社
会
性
の
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
の
認
識
強
化
を
図
る
研
究

へ
の
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
20
点
応
募
さ
れ
、
そ
の
う

ち
9
点
の
論
文
、
３
点
の
研
究
レ
ポ
ー

ト
が
助
成
対
象
の
研
究
テ
ー
マ
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
・
執
筆
者
か
ら

発
表
さ
れ
る
。

　

発
表
会
は
朝
の
９
時
よ
り
始
ま
り
、

間
に
「
産
学
交
流・昼
食
懇
親
会
」「
学

会
総
会
」を
挟
み
、最
後
に
講
評
を
も
っ

て
18
時
に
閉
会
・
終
了
す
る
。

　

こ
の
あ
と
、
研
究
助
成
論
文
の
中
か

ら
、
査
読
付
き
論
文
が
選
定
さ
れ
、
9

月
に
は
、
学
会
の
論
文
集
「
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
」

と
し
て
発
刊
さ
れ
る
予
定
。

　

ま
た
「
第
４
回
学
会
総
会
」
で
は
、

平
成
24
年
度
事
業
報
告・決
算
見
込
み
、

平
成
25
年
度
事
業
計
画
・
予
算
計
画
な

ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
る
。

★
４
月
の
予
定
か
ら

４
月
13
日
～
19
日

「
Ｊ
Ｐ
Ｍ　

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ 

２
０
１
３
」
視
察
ツ
ア
ー　

開
催

　
今
年
の
「GLO

BA
LSH

O
P 2013

」

は
、
昨
年
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
か
ら
シ
カ
ゴ

に
場
所
を
移
し
、
４
月
16
日
か
ら
18
日

ま
で
の
3
日
間
開
催
さ
れ
る
。内
容
は
、

各
種
業
態
の
小
売
り
設
計
、
買
い
物
客

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
主
要
な
年

次
会
議
、
試
写
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

視
察
ツ
ア
ー
は
、
始
め
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
でST

E
W

 LE
O

N
A

R
D

's, 
W

hole Foods M
arket, T

RA
DER

JO
E'S

な
ど
の
店
舗
を
視
察
。
そ
の
後

シ
カ
ゴ
で
「GLO

BA
LSH

O
P 2013

」

を
2
日
間
掛
け
て
視
察
・
体
験
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
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　先月号の表紙コピー、「内制化」については
お読みいただきましたでしょうか。今月号の表
紙は、その続篇です。いま、「多くの経営者が
関心を高めている」という、この「内制化」を、
2013年度の編集基幹テーマとして設定して、
考えていきます。４月号を第１弾として、以後、
年に数回、特集ページを組む予定にしていま
す。いえば、「仕事を創れる人をつくる」……そ
れを「内制化」と呼び、それが「プロモーショ
ン・ビジネスの確立」になるのでは？という仮
説を立てて、考えていきます。　

表紙（文／AD・イラスト）
　　  　　　　　　多田亮三／髙橋 稔	 1
2013 年 クリエイティブ会員勉強会～
　継続して行うことの強さ	 2
営業力とプレゼン力講座～「問題、
　課題の『本質』を捉える」ポイント	 4
第 24 期ＩＳＭ養成講座〈報告〉	 7
News from JPM	 8

C O N T E N T S

（秀）

春近し。歌川広重「東海道五十三次・由比」に描かれた薩た
峠からの眺め。（いまは東名高速道路が走ります）

３月18日 

「研究助成論文
発表会／

学会総会」開催


